
関 原 発 第 ３ ３ 号 

２ ０ ２ ３ 年 ５ 月 ９ 日 

 

 

  原子力規制委員会 殿 

 

 

                                                  大阪市北区中之島３丁目６番１６号 

                                                    関西電力株式会社 

                                                       執行役社長    森  望 

 
 

美浜発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書の補正について 
 
 
核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の２４第１項の規定に基

づき、２０２３年３月３１日付け関原発第６４６号をもって変更認可申請しました、美浜発電所原

子炉施設保安規定変更認可申請書について、別紙のとおり補正いたします。 

 

以 上 
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別 紙 

 

美浜発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書の補正内容 

 

美浜発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書を以下のとおり一部補正する。 

 

・本文のうち、「２．変更の理由」を添付１のとおり補正する。 

・本文のうち、「３．施行期日」を添付２のとおり補正する。 

・別添を添付３のとおり補正する。 

 

以 上 
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添付１ 
 

２．変更の理由 

（１）美浜発電所における電線管等に敷設する火災防護対象ケーブルの系統分離対策に伴う変更 

美浜発電所における電線管等に敷設する火災防護対象ケーブルの系統分離対策について、

現場の状態が既工事計画と整合していないことを確認したことから、早期に是正処置を図る

べく現場の状況を踏まえた対策を行うにあたり、運用面での措置を組み合わせた対策が必要

となったことから、関連する保安規定条文の変更を行う。 
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添付２ 

 

３．施行期日 

（１）この規定は、原子力規制委員会の認可を受けた日より起算し、１０日を超えない範囲で施行

する。 

 

（２）本規定施行の際、火災防護対象ケーブルの系統分離対策に関連する規定については、核原料

物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の１１第１項の使用前事業者

検査の完了日以降に適用することとし、それまでの間は従前の例による。 
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添付３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添 美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表 
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変
更

前
 

変
更
後
 

理
 
由
 

 
附
 
則
（
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
平
成
２
６
原
安
防
通
達
第
２
号
－
 
 

）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１
 条

 こ
の
通
達
は
、
 
 

 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら

施
行
す
る
。
 

２
．
本
通
達

施
行
の
際
、
火
災
防
護
対
象
ケ
ー

ブ
ル
の
系
統
分
離
対
策
に
関
連

す
る
規
定
に

つ
い
て
は
、
核
原
料

物
質
、
核

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
４
３
条
の
３
の

１
１
第
１
項

の
使
用
前
事
業
者
検

査
の
完
了
日
以
降
に
適

用
す
る
こ
と

と
し
、
そ
れ

ま
で
の
間
は
従

前
の
例
に
よ

る
。
 

 

こ
の
規
定
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会

の
認

可
を

受
け

た
日

を

改
正
日
と
す
る
。
 

 こ
の
規
定
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会

の
認

可
を

受
け

た
日

よ

り
起
算
し
、
１
０
日
を
超
え
な

い
範
囲
で
施
行
す
る
。
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変
更

前
 

変
更
後
 

理
 
由
 

     

 

添
付

２
 
火

災
、
内

部
溢

水
、

火
山
影

響
等

、
自

然
災

害
 

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
発

生
時
の

対
応

に
係

る
実
施

基
準
 

（
第

１
８
条

、
第
１
８
条

の
２
、

第
１
８
条
の

２
の
２

、
第
１
８
条

の
３
 

お
よ
び
第
１

８
条
の
３
の
２
関
連
）
 

 

 

      

添
付

２
 
火
災

、
内

部
溢

水
、
火

山
影

響
等

、
自
然

災
害
 

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
発
生

時
の

対
応

に
係
る

実
施

基
準

 

（
第

１
８
条
、
第
１
８
条

の
２
、
第
１
８
条
の

２
の
２
、
第
１
８
条

の
３
 

お
よ
び
第
１

８
条
の
３
の
２
関
連
）
 

 

 

変
更
な
し
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変
更

前
 

変
更
後
 

理
 
由
 

１
 
火
 

災
 

保
全
計

画
課

長
は

、
火

災
発

生
時

に
お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
を
行

う
体
制

の
整
備
と
し

て
、
次
の
１

．
１

項
か

ら
１

．
５

項
を

含
む

火
災

防
護
計

画
を

策
定

し
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。

ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は

、
火

災
防

護
計

画
に

基
づ

き
、

火
災

発
生
時

に
お

け
る

原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め

の
活
動
を
行

う
た
め
に
必

要
な

体
制
お
よ

び
手

順
の
整

備
を

実
施
す
る

。
 

 

（
中

略
）
 

 

１
．
３
 
教
育
訓

練
の

実
施
 

所
長

室
長
、
放

射
線

管
理
課

長
、
発

電
室

長
お
よ

び
保
全
計

画
課

長
は
、
火
災

防
護
の
対
応
に

関
す
る
以

下
の

教
育
訓

練
を
定

期
的
に
実
施

す
る
。
 

(1
) 
火
災
防

護
教
育
 

ａ
．
所

長
室
長
、
放

射
線
管
理
課

長
、
発

電
室

長
お
よ

び
保

全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
以
下

の
教

育
訓
練

を
実
施

す
る

。
ま

た
、

専
属

消
防
隊

に
対

し
て

、
以
下
の

教
育
訓

練
が
実
施

さ
れ
て

い

る
こ

と
を

確
認
す
る
。

 

(a
) 

原
子
炉
施
設

内
の

火
災
区
域

ま
た
は

火
災

区
画
に
設
置

さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る

構
築
物
、

系
統

お
よ

び
機
器
な

ら
び
に
重
大

事
故

等
対
処

施
設

の
機
能
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し

て
、

火
災
か
ら

防
護
す
べ
き

機
器

等
の
火

災
の

発
生
防
止
、
火
災
の
早
期
感
知
お
よ
び
消
火

な
ら

び
に
火

災
の

影
響
軽
減

の
そ

れ
ぞ
れ

を
考

慮
し
た
教

育
訓
練
 

  

 

(b
) 
安
全
施

設
を

外
部
火
災

か
ら

防
護
す

る
た

め
に
必
要

な
以
下
の
教
育
訓
練
 

ア
．

外
部
火

災
発

生
時
の
消

火
活

動
に
関

す
る

教
育
訓
練

 

イ
．
外
部

火
災

に
よ
る
ば

い
煙

発
生
時
お

よ
び

有
毒
ガ
ス

発
生
時
に
お
け
る
外
気
取
入
ダ
ン
パ
の

閉
止

、
換

気
空
調

系
の
停

止
ま

た
は

閉
回

路
循

環
運
転

に
よ
り
、

建
屋

内
へ

の
ば
い

煙
お

よ

び
有

毒
ガ
ス
の

侵
入

を
防
止

す
る

こ
と
に

つ
い
て

の
教
育
訓
練
 

ウ
．
森
林

火
災

か
ら
外
部

火
災

防
護
施
設

を
防

護
す
る
た

め
の
防
火
帯
の
設
定
に
係
る
教
育
訓
練
 

エ
．
近
隣
の

産
業
施
設
の

火
災
・
爆

発
か
ら
外

部
火

災
防
護

施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔
距

離
を

確
保
す
る

こ
と

に
つ
い

て
の

教
育
訓

練
 

オ
．
モ
ニ

タ
ポ

ス
ト
が
外

部
火

災
の
影
響

を
受

け
た
場
合

の
代
替
設
備
を
防
火
帯
の
内
側
に
設
置

す
る

こ
と
に
つ

い
て

の
教
育

訓
練
 

(c
) 

火
災
が
発
生

し
た

場
合
の
消

火
活
動

お
よ

び
内
部
溢
水

を
考
慮
し
た
消
火
活
動
に
関

す
る
教
育

訓
練
 

 

（
中

略
）
 

         

１
 
火
 

災
 

保
全

計
画
課
長
は
、
火
災
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整

備
と
し

て
、

次
の
１
．
１
項
か
ら
１

．
５
項
を
含
む
火
災

防
護
計

画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。
ま
た

、
各
課

（
室

）
長
は
、
火
災
防
護
計

画
に
基
づ
き
、
火
災

発
生
時

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活

動
を
行

う
た

め
に
必
要
な
体

制
お
よ
び
手

順
の
整
備
を

実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 

１
．
３
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

所
長
室

長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室

長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
防
護
の
対
応
に
関
す
る
以

下
の
教
育
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
。
 

(1
) 
火
災
防
護
教
育
 

ａ
．
所
長
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室

長
お
よ
び
保
全

計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
以
下

の
教
育
訓
練

を
実
施

す
る
。
ま

た
、

専
属

消
防
隊

に
対
し
て

、
以
下
の

教
育
訓

練
が
実
施

さ
れ
て

い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
a)
 
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
ま

た
は
火
災
区
画

に
設
置
さ
れ

る
安
全
機
能

を
有
す
る
構

築
物
、

系
統
お
よ
び
機
器
な
ら

び
に
重
大
事

故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
火
災
か
ら
防

護
す
べ
き
機

器
等
の
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
早
期
感
知
お
よ
び
消
火

な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽
減
の
そ

れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
 

(
b)
 
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
ま

た
は
火
災
区
画

に
設
置
さ
れ

る
安
全
機
能

を
有
す
る
構

築
物
、

系
統
お
よ
び
機
器
を
火

災
か
ら
防
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
可
燃
物
の
持
込
み
管
理
に
つ
い
て

の
教
育
訓
練
 

(
c)
 
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か

ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な

以
下
の
教
育
訓
練
 

ア
．
外
部
火
災
発
生
時
の
消
火
活

動
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

イ
．
外
部
火
災
に
よ

る
ば
い
煙
発

生
時
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生

時
に
お
け
る
外
気
取
入
ダ

ン
パ
の

閉
止
、
換
気

空
調

系
の
停

止
ま

た
は

閉
回

路
循

環
運
転
に

よ
り
、

建
屋

内
へ

の
ば
い

煙
お

よ

び
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
を
防
止

す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
教
育
訓
練
 

ウ
．
森
林
火
災
か
ら

外
部
火
災
防

護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
の

防
火
帯
の
設
定
に
係
る
教

育
訓
練
 

エ
．
近
隣
の
産
業
施
設
の
火
災
・
爆
発

か
ら
外
部
火
災
防
護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔
距

離
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
教
育
訓
練
 

オ
．
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト

が
外
部
火
災

の
影
響
を
受
け
た
場
合
の
代

替
設
備
を
防
火
帯
の
内
側

に
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育

訓
練
 

(
d)
 
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火

活
動
お
よ
び
内

部
溢
水
を
考

慮
し
た
消
火

活
動
に
関
す

る
教
育

訓
練
 

 

（
中
略
）
 

 

        

                   

美
浜

発
電

所
に

お
け

る
電

線
管

等
に

敷
設

す
る

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

の
系

統
分

離
対

策
に

伴
う
変
更
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変
更

前
 

変
更
後
 

理
 
由
 

１
．
５
 
手
順
書

の
整
備
 

 

（
中

略
）
 

  (
2)
 各

課
（

室
）
長
（
当
直
課

長
お
よ

び
当

直
長
を
除
く

。
）
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保

全
の

た
め
の

活
動
を

行
う

た
め

に
必

要
な

体
制
の

整
備

と
し

て
、

以
下

の
活
動
を

実
施

す
る
こ

と

を
社

内
標

準
に
定
め

る
。

 

 

（
中

略
）
 

 

ｒ
．

火
災

予
防
活
動

（
可
燃
物

管
理

）
 

(a
) 

保
全
計
画
課

長
は

、
原
子
炉

施
設
の

安
全

機
能
を
有
す

る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機

器
を
設
置

す
る

火
災

区
域
ま
た

は
火
災
区
画

に
つ

い
て
は

、
当

該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
恒
設

機
器

お
よ

び
点
検
等

に
使
用
す
る

可
燃

物
（
資

機
材

）
の
総
発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超
え
な

い
管

理
（
持

込
み

と
保
管
）

を
実

施
す
る

。
 

                   

 

  (b
) 

保
全
計
画
課

長
は

、
重
大
事

故
等
対

処
施

設
を
設
置
す

る
屋
外
の
火
災
区
域
に
つ
い

て
は
、
当

該
施

設
を
火

災
か

ら
防
護
す

る
た

め
、
可

燃
物

を
置
か
な

い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

（
以

下
略
）
 

１
．
５
 
手
順
書
の
整
備
 

 

（
中
略
）
 

  (
2)
 各

課
（
室

）
長
（
当
直
課
長

お
よ
び
当
直

長
を
除
く
。
）
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保

全
の
た

め
の

活
動
を

行
う

た
め

に
必

要
な

体
制
の

整
備
と

し
て
、

以
下

の
活
動
を

実
施

す
る
こ

と

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ｒ
．
火
災
予
防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）

 

(
a)
 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施

設
の
安
全
機
能

を
有
す
る
構

築
物
、
系
統

お
よ
び
機
器

を
設
置

す
る
火
災
区
域
ま
た
は

火
災
区
画
に

つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
恒
設

機
器
お
よ
び
点
検
等
に

使
用
す
る
可

燃
物
（
資
機
材
）
の
総
発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超
え
な

い
管
理
（
持
込
み
と
保
管
）
を
実

施
す
る
。
 

(
b）

保
全
計
画
課
長
は
、
ケ
ー
ブ
ル

ト
レ

イ
を
除
く
電
線
管
等
に
敷
設
す
る
火
災
防
護
対
象
ケ
ー
ブ

ル
（
電
気
盤
お
よ
び
制

御
盤
を
除
く

。
）
（
以
下
、
「
火
災
防
護
対
象
ケ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
火
災
源
に
対
す
る
対

策
を
考
慮
し
た
系
統
分
離
対
策
に
係
る
運
用
を
行
う
場
合

※
 
、

火
災
防
護
対
象
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
水

平
距
離
6
m
の
範
囲
内
は
、
可
燃
性
物
質
を
原
則
持
ち
込
ま
な
い

運
用
と
し
て
、
原
子
炉

容
器
に
燃
料

が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
当
該
範
囲
内
に
原
子
炉
の
安

全
確
保
等
に
必
要
な
資
機
材
の
可

燃
性
物
質
以
外
を
持
ち
込
ま
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

な
お
、
各
課
（
室

）
長

は
、
原

子
炉
容
器

に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間
に
お
い
て
、
当
該

範
囲

内
に

原
子

炉
の

安
全

確
保

等
に

必
要

な
資

機
材

の
可

燃
性

物
質

を
持

ち
込

む
必

要
が

あ
る

場
合
に
は
、
当
該
可

燃
性
物
質
を

火
災
源
と
す
る
火
災
が
火
災

防
護
対
象
ケ
ー
ブ
ル
に
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
早
期
に
火
災
を

感
知
し
消
火

す
る
た
め
の

措
置
と
し
て
、
監
視
人
の
配
置
お

よ
び
消
火
設
備
の
配
備
等
を
実
施

す
る
。
 

ま
た
、
各

課
（
室
）
長
は
、
火

災
防
護
対
象
ケ
ー
ブ
ル
か
ら

水
平
距
離
6
m
の
範
囲
外
は
、
当
該

場
所
で
発
生
す
る
火
災
が
火
災
防

護
対
象
ケ
ー
ブ
ル
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
早

期
に
火

災
を
感
知
し
消
火
す
る
た
め
の
措

置
と
し
て
、
火
災
感
知
設
備

に
よ
る
監
視
お
よ
び
消
火
器
・
消

火
栓
等
を
用
い
た
消
火
活
動
を
実

施
す
る
。
 

※
：
互
い
に
相
違
す

る
系
列
の
火

災
防
護
対
象
ケ
ー
ブ
ル
の
い

ず
れ
か
一
方
の
ケ
ー
ブ
ル

の
周
囲

の
火
災
源
に
対
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
固
定
火
災
源
（
火
災
区
域
ま
た
は

火
災

区
画

内
に

常
に

設
置

ま
た

は
保

管
し

て
い

る
火

災
防

護
対

象
ケ

ー
ブ

ル
以

外
の

設
備

の
可
燃
性
物
質
（
火
災
防
護

対
象
ケ
ー
ブ

ル
に
火
災
に
よ
る
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
も
の
を
除

く
。
）
）
と
な
る
火
災
防
護

対
象
機
器
等

を
設
置
し
て
い
る
火
災
区
域

ま
た
は
火
災
区
画
に

お
い
て
は
、
当
該
の
火
災
防

護
対
象
機
器

等
の
系
列
と
相
違
す
る
系
列

の
火
災
防
護
対
象
ケ

ー
ブ
ル
の
周
囲
の
火
災
源
に
対
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
い
う
。
 

(
c
) 

保
全
計
画
課
長
は
、
重
大
事
故

等
対
処
施
設

を
設
置
す
る

屋
外
の
火
災
区
域
に
つ
い
て

は
、
当

該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た

め
、
可
燃
物
を
置
か
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

               美
浜

発
電

所
に

お
け

る
電

線
管

等
に

敷
設

す
る

火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

の
系

統
分

離
対

策
に

伴
う
変
更
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添付資料 

 

１．美浜発電所における電線管等に敷設する火災防護対象ケーブルの系統分離

対策に伴う変更 
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添付資料１ 

 

 

美浜発電所における電線管等に敷設する火災防護対象ケーブルの系統分離対策に伴う変更 
 

 

美浜発電所における電線管等に敷設する火災防護対象ケーブルの系統分離対策について、

現場の状態が既工事計画と整合していないことを確認したことから、早期に是正処置を図

るべく現場の状況を踏まえた対策を行うにあたり、運用面での措置を組み合わせた対策が

必要となったことから、関連する保安規定条文の変更を行う。 

 

 

（変更） 

・添付２（火災、内部溢水、火山影響等、自然災害および有毒ガス発生時の対応に係る

実施基準） 

 

 

以 上 
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